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令和６年（2024年）がスタートしました。今年は温かく穏やかなお正月でしたね。 

新年に、澄み渡る青空を見上げると、心身ともに晴れやかな気持ちになります。そのような

気持ちで、皆様も新年を迎えられたのではないでしょうか。また、今年はそんな穏やかな年始

を、御祖父様、御祖母様や親戚の方々と過ごされた方も多かったかと思います。ようやく、い

つもの年末・年始が戻ってきた感があります。 

 

 また、年始のあいさつに、子どもたちや保護者の皆様からたくさんの年賀状を園にいただき

ました。ありがとうございました。文字に興味をもった子どもたちが、この一字一字をどのく

らいの時間をかけて書いているのだろうかと想像すると、本当にありがたく、そしてうれしく

思います。すべての賀状は、教職員みんなで大切に読ませていただきました。 

 

さて、今年の干支は「甲辰（きのえたつ）」です。辰は、十二支の中で唯一架空の動物です。

なぜ、架空の動物である辰が十二支に加わったのでしょうか。実は、この辰（龍）という我々

が思い浮かべる架空の生き物は、ワニ（鰐）がモデルになっているという話があります。動物

園ではウサギからワニに干支のバトンタッチが行われたというニュースもありました。 

ともあれ、今年の干支の「甲辰」の「甲（きのえ）」という文字は 1 番や最初を表し、そし

て「辰」という天高く一直線に登っていく動物の年ということで、挑戦、チャレンジに向いて

いるそうです。ぜひ、子どもたちとともに、新たな挑戦の年にしていってはいかがでしょうか。 
  

今年も小日向台町幼稚園は、子どもたちと向かい合い、「元気！と笑顔！」をより一層輝か

せるべく、そして、子どもたちが龍のように、まっすぐにより良く成長できるように、教職員

が一丸となり、教育活動に努めていきます。 

 

令和6年も、小日向台町幼稚園の教育活動に多大なる

ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 
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